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１１月４日(火)講演会開催のお知らせ（通知） 

高齢化の中で私たちの生活はどう変化していくか 

 

秋涼の候 みな様益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

突然の「堅苦しい」講演会！とお感じになるかもしれませんが、是非ともご参加いた

だきたく、以下のとおりご案内します。 

現在、桑名市の 60歳以上の高齢者は 43,100人超、その中でシルバーの会員を先頭に、

元気な高齢者は様々な場で活躍をされています。しかし、市内では加齢とともに今まで可

能であった動作や日常の生活行動の一部が、いつしか難しくなり家族の方の補助や世話

が避けられなくなった高齢者も増え続けています。加齢による身体の衰えは程度や時期

に個人差はあっても、誰しもが避けて通れない現実です。住み慣れた場所で身体の衰えを

いくらかでも補助できる制度により、安全に老後を過ごすことができるならば、これ以上

の「豊かさ」はないとも言えます。 

来年度は「介護保険」の一部が見直される予定です。このような状況のもと、私たちが

高齢化の中で、どのように受け止め考えたら良いかを知るために、今回講演会を計画いた

しました。 

講師の桑名市副市長の田中謙一氏は、国において老人福祉施策に直接タッチされてい

ましたが、現在は桑名市における「住み慣れた場所で生き生きと暮らし続ける」制度づく

りのために「地域包括ケアシステム」構築を強力に押し進めて見えます。 

お話の中では、桑名における「ケアシステム」の地域づくりの方向と、そこにおけるシ

ルバー人材センターの役割について触れていただけるものと考えています。 
また、当日は花菖蒲の会より、様々な作品紹介や創作活動に関したご紹介も予定してい

ます。 

みな様のご参加をこころからお待ちしています。 
 
 
 
 
 
 
 
同封の「出欠ハガキ」をご返送ください。 

 

 

同封の「出欠ハガキ」をご返送ください。 

 

     講師 桑名市副市長 田中謙一氏 

◎ 日時 平成 26年 11月 4日(火)午後 1時 30分～ 

◎ 場所 精義公民館２階大研修室 

      くわなメディアライヴ北隣の公民館 

（駐車場は中央公民館・市民会館駐車場が利用可能です。 



 

田中謙一副市長プロフィール（概略） 

 昭和 45年 5月 7日東京都生まれ 

 平成 6年 東京大学法学部卒 

 平成 6年 4月 厚生省入省大臣官房人事課 

 平成 9年 7月 老人保健福祉局老人福祉計画課主査 

 平成 17年 6月 在ドイツ大使館一等書記官 

 平成 22年 4月 社会保険診療報酬支払基金企画部長 

 平成 24年 9月 財務省大臣官房企画官 

 平成 25年 4月 桑名市副市長 

 現在、高齢になっても「住み慣れた地域」で暮らせるまちづくり実現のため、 

桑名市地域包括ケアシステムの立ち上げに向けて奮闘されてます。 

 

 

花菖蒲（桑名シルバー女性会員）の会のご紹介 

 平成 23年 4月に女性会員の情報交換と手作り作品創作の場として結成 

毎月第１水曜日・第３火曜日に作品創作の傍ら、お喋りしたり「癒
いや

されたり(?)」楽

しく活動しています。 

今年秋には、貝殻を利用した根付け作品など、いままでの創作活動の実践に対して、

内閣府から「エイジレス章」の顕彰を受け盾を受領しました。 

（内閣府のホームページで紹介されています。） 

 

 

 

 

 

                   お問い合わせ先 

                   
桑名市シルバー人材センター事務局 

511-0032 桑名市吉之丸 11番地 

ＴＥＬ 0594-22-0468 

ＦＡＸ 0594-24-3317 

Ｅメール kuwana@sjc.ne.jp 

 


